
ディプロマ・ポリシー
（学位授与・卒業認定の方針）

保育学科 カリキュラム・マップ

DP1
人間性

建学の精神を十分に理解している。

DP2
社会的基礎スキル

現代社会に向き合う生活を送るための基
礎となる教養や幅広いスキル、健康な身
体、自律性、他者と協働して取り組む姿
勢、国際的かつ複眼的な視野を兼ね備え

ている。

DP3 専門的資質能力
（態度）

保育者としての使命感と教育的愛情、倫
理観、責任感をもとにしてこどもの最善
の利益を考えて行動し、保育の質の向上
のために、みずからに対する省察と改善

を行うことができる。

DP4 専門的資質能力
（実践力）

こどもの姿や表現、こどもの最善の利益、
こどもや家庭の多様性を考慮した発達や
育ちへの支援や個性を育てる保育実践が

できる。

DP5 専門的資質能力
（知識・技能）

保育や子育て支援に関わる基本的で専門
的な知識と技能を兼ね備えている。

２年１年

愛情と意欲
１．こどもに対する愛情を
もち、保育者になる夢があ
り、そのための努力ができ

る人
２．周囲からの助言や指導
に、謙虚に耳を傾け、自分
の向上に活かそうとするこ

とができる人
３．保育を通じて社会貢献
したいと考え、主体性を持 
って多様な他者と協働しな
がらこどもの成長発達を支
える意欲がある人

基礎的な思考力・
判断力・表現力
４．こどもをめぐる事柄につ
いて、多角的・多面的に考え、
自分の考えや意見を適切に示
すことのできる基礎的な思考
力・判断力・表現力がある人

基礎学力
５．保育・幼児教育を学ぶた
めに必要な高校卒業程度の基
礎学力を有している人

アドミッション・
ポリシー

（入学者選抜の方針）

基礎科目

保育キャリア基礎科目

◯憲法と社会
◯人間の身体と運動
◯健康のためのスポーツ

◯異文化と多様性の理解 ◯地域の歴史と文化
◯生活に活かす統計 ◯こころと人間 ◯AIと社会
◯情報とICTの基礎 ◯英語Ⅰ・Ⅱ ◯コリア語Ⅰ・Ⅱ
◯手話の基礎

◯キャリアデザインⅢ◯キャリアデザインⅠ・Ⅱ

◯国語表現法Ⅱ◯国語表現法Ⅰ

保育専門基礎科目
◯子ども家庭支援論 ◯教職論（幼） ◯現代の教育

◯保育原理 ◯教育原理（幼） ◯子ども家庭福祉
◯社会福祉 ◯社会的養護Ⅰ

◯保育と発達の心理学 ◯発達心理学 ◯子ども家庭支援の心理学 ◯幼児の理解と援助
◯子どもの保健 ◯子どもの食と栄養

保育内容・方法・技能科目
◯教育課程論 ◯保育内容総論 ◯子どもと健康
◯子どもと人間関係 ◯子どもと環境 ◯子どもと言葉

◯乳児保育Ⅰ・Ⅱ ◯特別支援教育・保育 ◯社会的養護Ⅱ

◯子どもと音楽表現 ◯子どもと造形表現 ◯子どもと身体表現
◯音楽表現の指導法 ◯造形表現の指導法 ◯身体表現の指導法

◯健康の指導法 ◯人間関係の指導法 ◯環境の指導法
◯言葉の指導法 ◯幼児教育方法

◯子どもの健康と安全 ◯教育相談と子育て支援

◯保育のピアノ演習Ⅰ・Ⅱ ◯保育のピアノ演習Ⅲ・Ⅳ

保育キャリアビジョン科目 ◯造形の探究　 ◯総合表現 ◯子どもの文化と遊び
◯幼児スポーツ ◯知的・発達障がい児教育 ◯病棟保育 
◯幼児とICT ◯食育演習

発展科目 ◯在宅保育論

◯絵本学

実習科目
◯幼稚園教育実習指導／幼稚園教育実習

◯保育実習指導Ⅰ（保育所）／保育実習Ⅰ（保育所） ◯保育実習指導Ⅱ（保育所）／保育実習Ⅱ（保育所）

◯保育実習指導Ⅰ（施設）／保育実習Ⅰ（施設） ※学生によって履修年次が異なります。詳細は別途指示します。

１〜２年

◯保育実習指導Ⅲ（施設）／保育実習Ⅲ（施設）

専門演習科目
◯専門ゼミⅠ・Ⅱ

◯保育・教職実践演習（幼）

社会人としての教養、外国語を含めた幅広いコミュニケーション能力、社会的基礎スキルを広く培いつつ、健康な体づくりをする科目

保育者の専門的な資質能力の基礎となる社会的基礎スキル、人間性や態度を培うための科目

保育者として必要な専門分野に関する基礎知識を修得するための科目

保育者としての実践の基礎となる知識や技能を修得するための科目

就職してからの自らの保育者としての
キャリアを拓く基礎をつくるための科目

保育に関連するその他の資格取得など、幅広い専門性の
獲得を支援するための科目

授業で身につけた専門性を現場で実践する資質能力を培うための科目

授業で身につけた専門性を現場で実践する資質能力を培うための科目

※科目名は、その科目の授業を学ぶ学年の配当をもとに配置しています。科目ごとに配当される学期は、各自時間割などで確認してください。2026(令和8)年度入学者適用


